


PC1  （推奨：記者） PC2  （職業：未亡人） PC3  （推奨：なし）

  あなたは故人・菊池豊三
郎の子供（or 孫）であり、
今この「根堅館」に滞在中
だ。いささか退屈していた
折、偶然にも来訪者たちが
現 れ た。あ な た に と っ て、
彼らは良い退屈しのぎにな
るだろうか？　あなたの使
命は【退屈を紛らわす】こ
とだ。

  あなたは 代々菊 池 家に仕
え、今ではこの館に勤める忠
実なる使用人だ。来訪者の存
在はあなたの仕事を増やすだ
けではあるが、奥さまの命令
ならばやむを得ない。
 あなたの使命は【来訪者たち
をもてなす】ことだ。

PC4  （職業：使用人）

  あなたは旅行客だ。友人で
ある NPC「森田」と車で移
動中の夕方、人里離れた山
間で車が故障してしまう。野
宿を覚悟したそのとき、近くに
人家の光が見えた。どうか一
晩、この「根堅館」に泊まれ
ないものか。
  あなたの使命は【無事に館
を出る】ことだ。

  あなたは約２年前、故人・
菊池豊三郎の後妻として迎え
られた若い女性で、今ではこ
の「根 堅 館」の 主 人だ。世
間を離れ、人里離れたこの館
で使用人の他、孤独に暮らし
ている。 あなたの使命は【静
かに暮らす】ことだ。
  この辺鄙な館に来訪者とは
珍しい。困ったときはお互いさ
まか。
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マルチジャンル・ホラーRPG インセイン シナリオレジュメ

　＊　＊　＊

 われわれは何処から来たのか
 われわれは何者か
 われわれは何処へ行くのか 
　＊　＊　＊

訃報
  菊池豊三郎氏（きくち・とよさぶろう =Ｋ製薬名誉会長） 七月某日未明、Ｓ
県Ｎ市の病院にて死去。行年七十八歳。通夜は某日午後七時から、
葬儀・告別式は某日午後一時から、いずれも都内Ｓ寺阜斎場で。菊
池家とＫ製薬との合同葬として営まれる。喪主は妻――さん。
  故人は明治三十七年三月四日、旧Ｆ財閥傍系・菊池家に生まれ、
戦時は満州出兵、戦後にあってＫ製薬を経営、戦後復興に尽力した。
御家族は密葬を望まれたが、Ｋ製薬幹部の強い後押しがあり、此度の
運びとなった。送名は曉徳院釈正厳居士。

　＊　＊　＊

  葬儀から約一ヶ月後。昭和五十七年 八月某日。Ｓ県Ｎ市Ｙ群。
  山間深くにぽつりと佇む擬西洋風建築の邸宅「根堅館」に、２人の
旅行客が訪れた。広間に飾られたゴーギャンの複製画は悩める者たち
を見下ろし問いかける。

　＊　＊　＊

 われわれは何処から来たのか
 われわれは何者か
 われわれは何処へ行くのか
　＊　＊　＊

　そしてまた、人が死んだ。

＊ 協力・特殊型
＊ ３サイクル
＊ ４人
＊ 昭和５７年、日本

タイプ
リミット

プレイヤー人数
舞台

根堅館シーン表（2d6）

2 どことも知れぬ暗闇の中。すぐ近く
に、誰かが潜んでいる気がする。

3 館の片隅に位置する、手狭な和室。
仏壇には、なぜか位牌が置かれていな
い。

4 美しい庭園。丹精こめて育てられた
であろう色とりどりの薔薇が風雨に穿た
れ、無残に花弁を散らしている。

5 あなたは階段でふと足を止め、振り
返った。誰もいない。... 錯覚だろうか？

6 あなたに割り当てられた寝室。高級
家具一式は手入れが行き届いている
が、なぜか荒涼とした印象を受けた。
風雨が力強く窓を叩く。

7 エントランスホール。年代物の柱時
計の時報が響く中、ゴーギャン「我々は
何処から来たのか ...」複製画が異様な
存在感を放つ。

8 食堂。時代がかった暖炉が目に新し
い。長い食卓の上は年代物の燭台や花
で飾られている。

9 長い廊下の途中。風雨が勢いよく硝
子窓を叩く。まだ、嵐は止みそうにない。

10 戯れに遊戯室へ入ってみた。煙草
の臭いにむせ返る。そこには撞球台や
全自動麻雀卓、何組かのトランプが散
らばっているポーカーテーブルがあっ
た。

11 古紙と埃が薫る書斎。古今東西の
名著がぎっしりと棚に並べられ、机上に
は乱雑に本が積まれている。

12 離れの礼拝堂。見上げれば穏やか
に微笑む、聖母子のフレスコ画。だが、
その両瞳から紅が滴っている ... いや、
目の錯覚か。



　このシナリオはクローズド・サークルもの、

台風に閉じ込められた山奥の洋館を舞台にして

います。そのため、時代設定は昭和５７年（携

帯電話やインターネットが普及する以前）と

なっています。【狂気】山札は通常の２４種か

ら好きに選んで下さい。

　事件の発端は、製薬会社の会長を務める富豪

「菊池豊三郎」が２年前の昭和５５年、家族で

あるＰＣ３を喪ったところから始まります。彼

は魂を操る書物「ドジアンの書」を手に入れ、

満州第七三一部隊（戦時中、細菌兵器の研究を

していたと噂されていた部隊）時代の仲間であ

る老医師・佐伯に声をかけ、別荘「根堅館」に

引きこもり、人間の記憶を抽出、別の体に上書

きする実験を開始します。

　豊三郎の目的はＰＣ３の蘇生だったのか、あ

るいは自らの不老不死を目指し、ＰＣ３の遺体

は実験体に過ぎなかったのか、それはわかりま

せん。実験の手はついに後妻であるＰＣ２、使

用人であるＰＣ４へと及びます。

　そして昭和５７年７月、実験中の事故によっ

て豊三郎と佐伯は命を落とします。生存者はＰ

Ｃたちだけです。記憶を失ったＰＣ２にはＰＣ

４の人格が上書き・同居。ＰＣ３の死体は常識

や知識を上書きした菌類が操るかたちで再稼

働。彼らが自我に目覚めたとき、館にＰＣ１と

森田が訪れます。ＰＣ１は幼なじみであるＰＣ

２の安否を気遣い、森田は公安警察として独自

に豊三郎を調査していました。

　

▼導入シーン -１
　深夜、ＰＣ１と森田が「根堅館」に訪れるま

でのシーンです。以下の文章を読み上げて下さ

い。

横合いから不意に飛び出す影。ハンドルを
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導入フェイズでの捕捉

　ＧＭは導入で、このシナリ

オが「クローズド・サークル

もの」であることを強調して

下さい。台風のため電話はつ

ながらず、携帯電話やインター

ネットはありません。森田の

ハンドアウトを公開し、死体

の調査といった行動に逸るＰ

Ｃがいた場合、メインフェイ

ズでの行動になると伝えて下

さい。

　こ の 日 は 台 風 は 過 ぎ 去 ら

ず、場所は山深くです。車で

逃げようとするＰＣがいた場

合、自殺行為だと伝えると良

いでしょう。

満州第七三一部隊

　正式名称「関東軍防疫給水

部本部」。戦時中、満州（今の

中国）に駐留していた秘匿部

隊のことです。満州に駐留す

る 陸 軍 の 防 疫 対 策 を 主 と し

て、細菌兵器といった生物兵

器 の 研 究 が 行 わ れ て い た こ

と、その際に数多くの人体実

験を行った「悪魔の部隊」と

噂されています。

　……しかし現在、この説は

信憑性に疑問が呈されていま

す。ただ昭和当時、こうした

説がさかんにささやかれてい

たのは事実であり、多くの創

作に影響を与えました。本作

もそれに倣うものです。

根堅館（ねがたかん）

　Ｓ県Ｎ市 の 片 隅、山 奥 に ぽ

つりと佇む、明治初期洋風建

築の大型館。富豪・菊池豊三

郎が建てた別荘で、今では菊

池の後妻（PC2）がひっそり

と住んでいます。PC たちの他

に住人はいません。

はじめに

背景

導入フェイズ

慌てて切って――

ブレーキ。衝撃。石が散らばる重い音。鈍

い痛みが体に走る。

昭和五十七年 八月某日 午後六時三十八分 

Ｓ県Ｎ市Ｙ群。

人気（ひとけ）のない山間を走る乗用車が、

道祖神に突っ込んだ。

前輪が転がり落ち、車体は沈む。

湿った空気。強風が木々をざわめかせ、分

厚い黒雲が夜空を覆う。間もなく、嵐が来

るものと思われた。

     森田と PC1 が会話を交わしたところで、続

いて描写を読み上げます。

……そのときのことだ。

夕闇の向こうに、ぼっ、と浮かび上がった。

暖かな灯火、炊事の煙。西洋風の大きな邸

宅だ。邸宅の名は、根堅館。この物語の舞

台である……。

▼導入シーン -２
　風雨がいよいよ強くなる中、ＰＣ１と森田が

根堅館を訪れ、館の中に入れて貰うシーンで

す。ＰＣ２とＰＣ４を登場させ、ひと通り会話

したところでシーンを終えます。できるだけ不

気味な雰囲気を演出しましょう。このとき、エ

ントランスホールの絵画「われわれはどこから

来たのか、われわれは何者か、われわれはどこ

へ行くのか」（ゴーギャン作、複製画。本物は

ボストン美術館にある）を印象付けます。

▼導入シーン -３
　館のどこかで、ＰＣ１とＰＣ３が出会うシー

ンです。ひと通り会話し、別れたところでシー

ンを切ります。

▼導入シーン -４
　明日に備えて寝静まった後の深夜。森田とＰ

Ｃ２が館のどこかで出会います。森田は隙あら

ばＰＣ２に、館や豊三郎のことを質問しようと

します。ＰＣ２から逆に質問されたら、言葉を

濁して退散します。森田はできるだけふてぶて

しく、怪しく演じましょう。

▼導入シーン -５
　台風過ぎ去らぬ翌朝のシーンです。ここまで



登場回数や印象が薄かったＰＣを選んで、森田

の死体を発見させます。森田の遺体はゴミ袋に

包まれ、台風吹きすさぶ外に放り出され、木に

引っかかっています。状況に応じた特技で恐怖

判定を指示しましょう。恐怖判定とリアクショ

ンを終えたら、シーンを切り、導入フェイズを

終了を宣言します。

　メインフェイズを開始します。１サイクル目

は日中、２サイクル目は夕方、３サイクル目は

夜、クライマックスは深夜とします。シーン表

は付録の「根堅館シーン表」を用います。

　本シナリオのマスターシーンは２つありま

す。それぞれ挿入タイミングは、

・ＰＣ２以外が「森田の警察手帳」取得後

・「燃え残った原稿用紙束」秘密をＰＣ２もしく

はＰＣ４がはじめて獲得した後

　です。以下に説明します。

▼マスターシーン -１
条件：「森田の警察手帳」公開後

登場：「森田」の死体を調べたＰＣ（ＰＣ２以外）

　以下の文章を読み上げます。

そのときのことだ。

あなたは、背後から視線を感じた。

錯覚だろうか。物陰から、誰かがあなたを、

じっと見つめている気が……。

　ＧＭは、ＰＣに振り向くか振り向かないかを

問いかけてください。ＰＣが振り返れば、そこ

には誰もいません。安堵に胸をなでおろし、シー

ンを終えます。

　もしＰＣが振り向かなければ、「あの場には

誰がいたのだろう」と想像を巡らせ、思いやな

むことになるでしょう。《物陰》による恐怖判

定を指示します。

▼マスターシーン -2
条件：「燃え残った原稿用紙束」秘密をＰＣ２

がはじめて獲得
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恐怖演出の方針

　インセインでは恐怖を煽る

演出が重要のため、ただシナ

リオの筋をなぞるだけでは、

いまいち恐怖感を味わい切れ

ないかもしれません。このシ

ナリオでは、ＰＣの見ている空

想や妄想という形での、いさ

さか誇張した、空想的な恐怖

演出がシナリオの雰囲気に沿

うでしょう。演出が終わり、

恐怖判定に成功すれば、それ

が異常な状況と恐怖のつくり

だした空想にすぎなかった、

とわかるのです。

　GMは以下の文章を読み上げます。

　原稿用紙束をかき集め、読み解くにつれ

あなたの脳裏に去来する、様々な光景、そ

の断片――

『残念だ。実に残念だよ』懇願。哀願。必

死で手足を動かそうとする。だが、動けな

い！　

 『それでは、始めよう』激痛、混線――

　原稿用紙束を抱え、走る。呼吸が苦しい。

これは、これは存在してはいけないものだ！ 

暖炉にぶちまけ、燭台に手を伸ばす――

　虚ろな瞳で、揺らめく炎を見つめ……

　……ぼやけた視界の焦点が合わさり、あ

なたは現実感を取り戻す。体中、汗だくだ。

気分を落ち着かせれば、あなたは、これま

で押し隠していた違和感が、もはや自らを

騙しようのないほど、いっそう増している

ことに気付く。

　ふと振り返れば、目に入るのは、部屋の

隅に置かれた鏡。そこに映るあなた自身。

　……その姿に、あなたは。どうしようも

ないほど、『違和感』を感じるのだ。

　ＰＣ２（同時獲得ならＰＣ４も）に《暗黒》

で恐怖判定を指示し、リアクションを受け取っ

てからシーンを閉じます。

　本シナリオでは、クライマックス・フェイズ

を３パターン想定しています。「Ａ. 地下」「Ｂ.

決着」「Ｃ. 逃亡」の三種類です。以下、それぞ

れについて記述します。

▼クライマックスA「地下」
　このクライマックスは、「ＰＣ２がＰＣ４の

秘密を取得（使命書き換え）」「隠し扉の発見」「隠

し扉の先を探索するとの全員の合意」の３点を

満たすと突入します。皆で協力し、地下を探索、

真実を暴くオーソドックスなクライマックスで

す。クライマックス・フェイズ突入時、地下に

突入するかを確認しましょう。皆で地下に行く

ことが決まれば、このルートです。

　ＰＣたちが「隠し扉」から地下に降りれば、

次の文章を読み上げて下さい。

メインフェイズ

クライマックス



　地下に降りて君たちがまず一番に感じた

ことは、鼻をつく饐えた臭いだ。

　隠し扉の奥は暗く、細く、通路はすぐに

行き止まり、君たちは金属制の梯子で地下

へと降りることとなった。照明は故障して

いるのか、いくら押してもしても暗いまま

だ。窓も見当たらない。手持ち灯りが必要

だろう。

　目の前には長い回廊が伸びており、暗闇

の奥へと続いている……饐えた臭いの発生

源は、この先だ。

　回廊は直進以外出来ず、以下に記載する「冷

凍室」の扉と、突き当たりの「実験室」の扉以外、

道はありません。以下、「回廊」「冷凍室」「実

験室」それぞれのスポット描写を記載します。

ＰＣのアクションに応じて読み上げ、恐怖判定

を指示して下さい。

▼スポット -1「回廊」

　回廊の端には、さながら展示会のように、

透明なガラスケースが点々と設置されてい

る。

　懐中電灯を向ければ、ケースの中で、さ

まざまな種類の冬虫夏草が繁茂している光

景が目に入ることだろう。……別のケース

の中では、無数の巨大アリが這い回ってい

る。巨大アリの頭部には菌類の柄が生えて

おり、動きはアリと思えないほど散漫だ。

いずれも蓋は閉じられていてされていて、

自ら開けないかぎりは内部で這い回るだけ

のようだ……。

　虫が苦手なＰＣは、《生物学》で恐怖判定を

行って下さい（自主申告で構いません）。

▼スポット -2「冷凍室」

　回廊の途中に、扉が見える。近付けば、重々

しいコンデンサの動作音が扉ごしに伝わっ

てくる。扉は薄く開いており、中から冷気

が流れ出している。まるで冷蔵庫のようだ。

　君たちはこの扉を無視して奥に進んでも

いいし、扉を開いてもいい。

　ＰＣたちが扉を開くことを選べば、続けて以

下の文章を読み上げます。

　意を決して扉を開けば、予想通り、内部

は冷蔵庫のように寒い。真っ暗だが、ここ

は電気が生きているようだ。手探りでスイッ

チを探せば、眩しい光が包まれる。
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巨大アリ

　彼らはゾンビアリ。アリの

死体を菌類が乗っ取り、動か

しています。つまりＰＣ２・Ｐ

Ｃ３と同じ原理が使用されて

います。ゾンビアリたちは初

期の実験作であり、このシー

ンは真相の暗示です。

冷凍室の棺

　もちろん、ＰＣ３が眠ってい

た棺です。ＰＣ３はこの棺のこ

とだけは覚えているかもしれ

ません。この棺から目覚めた

瞬間こそ、プレイヤーの演じ

るＰＣ３が誕生した瞬間だか

らです。

本物のＰＣ４

　正確には、プレイヤーの演

じるＰＣ４のコピー元、オリ

ジナルとなった人物の遺体で

す。記憶抽出実験の実験体と

なり、そのショックで死亡し

ました。

　照らし出された部屋は、地上の館とさほ

ど変わらぬ内装だった。ただし、違いはあ

る。まず、窓がない。これは地下だから当

然だ。次いで、中央に置かれた、チューブ

に繋がれた空の棺。

　冷気は、棺から、溢れ出ている。

　ＰＣたちが部屋を探索すれば、棺の近くに写

真立てが転がっていることに気付きます。写真

にはＰＣ３と老人が写っています。老人は菊池

豊三郎です。ＰＣ３にはこの写真の記憶がな

く、まるで他人を眺めているかのようです。ま

た、棺のサイズはＰＣ３にピッタリです。

　もしプレイヤーが「何か」を想像し、怯えた

反応を見せたのならば、ＧＭは頷いて《死》で

の恐怖判定を指示してください。

▼スポット -3「実験室」

　回廊の突き当たりには「実験室」があります。

以下の描写を読み上げて下さい。

　扉には強い衝撃がかかったのか、フレー

ムが歪んでおり、堅く閉ざされていた。だ

が、強引に押し開けないこともない。扉を

開けば、ひときわ強い腐臭が鼻を刺激し、

懐中電灯が内部の冒涜的な光景を次々と映

し出すことだろう。

　すなわち、倒れた机と椅子の数々。散ら

ばった業務用パンチカードの束とカード

リーダー。IBM5110。M・シェリー『フラ

ンケンシュタイン』に登場しそうな、拘束

具つきの寝台。床に転がる、電極つきの帽

子。機器同士を複雑に繋ぎあう線。妖気を

放つ、古めかしい羊皮紙の書物。……そし

て、干上がった死体の数々を。

　ここでＰＣ全員に、恐怖判定《情景》を指示

します。それが終われば、ハンドアウト「ドジ

アンの書」「フロッピーディスク」を提示して

下さい。

　死体を調べれば、うち１つが本物のＰＣ４だ

と分かります。頭部に電流を流したような火傷

があり、また拘束されていたようです。ＰＣ４

に《驚き》で恐怖判定を指示します。

　死体の２つは「菊池豊三郎」と「老医師・佐伯」

です。死体は全部で１０人ほどおり、他の７人

は名も無き被験体か助手です。　「老医師・佐

伯」は「フロッピーディスク」を所持していま

す。持ち帰って構いませんが、ここでは読めま



せん（壊れていないコンピュータが必要です

――地下室の IBM5110 は壊れてしまっていま

す）。古めかしい書物「ドジアンの書」はこの

場で調査することができます。

▼戦闘シーン「終末の光景」

　ＧＭは、実験室の調査が一区切りするか、お

おむね必要情報を渡した後、答えるのが面倒な

細かい突っ込みが来たタイミングで、以下の襲

撃イベントを発生させて下さい。次の文章を読

み上げます。

　地の底から響くような呻き声が、狭い実

験室に唱和する。

　それまでぴくりとも動かなかった死体た

ちが、のろのろと起き上がり始めた。彼ら

の瞳からは理性を感じられない……ある者

は拘束衣を引き裂き、ある者は机を薙ぎ倒

す。ほどなくして、あなたたちを獲物と定

めたのだろう。彼らはさながら餓えた動物

のように、猛然と襲い掛かってくる……！

　先頭に立つ屍者は、あろうことか豊三郎、佐

伯、そして本物のＰＣ４です。戦闘のレギュレー

ションは下記の通りになります。ＰＣたちは回

廊を逃げながら戦うことになるでしょう。

エネミー：歩く死者（ルールブック p245）*3 体 

/ 怪異を見た恐怖判定：《終末》

特殊ルール：戦場に存在する「屍者（歩く死者）」の数

が２人以下の場合、毎ラウンドの頭に１人補充される。

補充は７人まで（屍者の合計１０人）。

勝利条件・以下３つのうちいずれかを満たすこと

勝利条件 A：自発的な脱落（p208）の成功

勝利条件 B：屍者全員（合計 10 人）の撃破

勝利条件 C：戦場から一時的に屍者がいなくなる

自発的な脱落の制限：屍者は自発的な脱落を妨害

する。戦場に存在する屍者の数が２人以下のとき

のみ、自発的な脱落が可能。

　戦闘が終了すれば、ＰＣたちは書斎へと脱

出、扉を封鎖できます。

　しかし、屍者たちは（たとえ全滅させていて

も）起き上がり、力づくで扉を破ろうとします。

ＧＭはこの時点でゲーム的な処理が終了したこ

とを告げ、どのようなエピローグ演出を望む

か、プレイヤーたちに相談を持ちかけると良い

でしょう。　「フロッピーディスク」の中身は、

ＰＣたちが館を脱出し、エピローグ演出をする

前に公開して下さい。

▼クライマックス B「決着」
　このクライマックスは、「ＰＣ２がＰＣ４の

秘密を未取得（使命書き換えが起きていない）」

ことで突入します。ＰＣ２が真実を求める他Ｐ

Ｃを排除しようと、ＰＣ同士で対立することに

なります。

　ＧＭは「根堅館シーン表」を参考に盛り上が

る舞台を演出し、戦闘処理を開始します。

　もしこのとき、ＰＣ３がＰＣ１と感情を結ん

でいる、もしくは誰ともプラス感情を結んでい

ない場合、「ＰＣ２vs 残り」という構図になり、

戦力バランスが偏ります。この場合、クライマッ

クス・フェイズ突入時、ＰＣ４の使命が最早達

成不可能であることを告げ、【本当の使命】を「生

き残る」に変更されたと宣言して下さい。

　戦闘が決着すれば、場面転換します。

　ＰＣ１チームが勝てば、場面を病院に移しま

す。後日赴いた「根堅館」は燃え尽きており、

真実は闇へと消えます。ホラーらしいエピロー

グを演出しましょう。

　ＰＣ２チームが勝てば、情感たっぷりにメ

リーバッドエンドを演出しましょう。

▼クライマックス C「逃亡」

　このクライマックスは、「ＰＣ２がＰＣ４の

秘密を取得（使命書き換え）」「隠し扉の未発見

もしくは隠し扉の先を探索しない」ことで突入

します。館のあちこちに屍者が大量発生し、嵐

の夜、車で強引に逃亡する、という結末です。

　最初に屍者を目撃したとき、《死》で恐怖判

定を。次いで車庫へと移動する際、歩く死者＊

３体との戦闘を（自発的な脱落可）行います。

詳細はクライマックス A「地下」の記述を参考

にして下さい。

　車庫から車を出した後も、　屍者たちは車を

追いすがります。代表者１名が《運転》の判定

を行い、失敗するたびに全員が《終末》で恐怖

判定を、それぞれ行ってください。無事に乗り

切れば、逃亡成功です

　後日、「根堅館」に赴いたとき、「根堅館」は

焼失してしまっています。真実は闇の中、ＰＣ

たちは生きている、というエンディングです。
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蘇る屍者たち

　彼らはＰＣ２・ＰＣ３とほぼ

同じ存在、すなわち菌株が死

体の運動神経を掌握し、動か

している存在です。実験室に

満ちた菌株は、この１ヶ月の

間、死体の中で繁茂し続けて

いました。

　彼らとＰＣ２・ＰＣ３との違

いは、パンチ・カードによっ

て知識や人格がインストール

されていない点、そして脳の

腐敗が進みすぎ、高度な感情

や知性を保てなくなっている

点です。故に彼らは原始的な

本能と衝動のみで付き動きま

す。

　ＧＭは、豊三郎や佐伯の記

憶をまったく有していないこ

と、人語をしゃべることすら

できないこと、本能で得物を

狩ろうとしていることを演出

しましょう。

エピローグ演出の一例

　プレイヤー側のエピローグ

演出が終わった後、ＰＣ１の下

に死せる森田が訪れる、とい

う演出はたいへん盛り上がり

ました。

館からの脱出

　館には灯油が備え付けてあ

り、車庫にはガソリン、書斎

には燭台が置かれています。

なにより根堅館のようにあや

しげな館は、クライマックス

で炎上するものです。――決

死 の 覚 悟 で 台 風 の 中 を 車 で

突っ切る、なども映画でよく

見かける光景です。

　ゲ ー ム 的 な 結 果 は ク ラ イ

マックス戦闘で確定している

ため、以降は自由な発想で演

出してもらいましょう。
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P
C

1
 （

推
奨

：
記

者
）

  あ
な

た
は

旅
行

客
だ

。
友

人
で

あ
る

N
P

C
「

森
田

」
と

車
で

移
動

中
の

夕
方

、
人

里
離

れ
た

山
間

で
車

が
故

障
し

て
し

ま
う

。
野

宿
を

覚
悟

し
た

そ
の

と
き

、
近

く
に

人
家

の
光

が
見

え
た

。
ど

う
か

一
晩

、
こ

の
「

根
堅

館
」

に
泊

ま
れ

な
い

も
の

か
。

無
事

に
館

を
出

る
。

退
屈

を
紛

ら
わ

す
。

  あ
な

た
は

P
C

2
の

昔
馴

染
で

、
好

き
だ

っ
た

。
暫

く
会

っ
て

な
か

っ
た

が
、

菊
池

豊
三

郎
の

葬
儀

取
材

で
、

偶
然

再
会

し
た

。
そ

の
際

P
C

2
は

た
だ

な
ら

ぬ
様

子
で

あ
り

、
何

か
事

件
に

巻
き

込
ま

れ
て

い
る

と
直

感
し

た
。

あ
な

た
の

【
本

当
の

使
命

】
は

【
真

相
を

突
き

止
め

、P
C

2
を

解
放

す
る

】
こ

と
だ

。

  「
P

C
4

と
い

う
人

物
は

、
そ

も
そ

も
実

在
し

な
い

」。
P

C
4

の
行

動
・

発
言

は
、

す
べ

て
P

C
2

が
行

っ
た

も
の

と
解

釈
す

る
こ

と
。

P
C

2
は

明
ら

か
に

錯
乱

し
て

い
る

。P
C

2

P
C

2
全

員

P
C

2
 （

職
業

：
未

亡
人

）

  あ
な

た
は

約
２

年
前

、
故

人
・

菊
池

豊
三

郎
の

後
妻

と
し

て
迎

え
ら

れ
た

若
い

女
性

で
、

今
で

は
こ

の
「

根
堅

館
」

の
主

人
だ

。
世

間
を

離
れ

、
人

里
離

れ
た

こ
の

館
で

使
用

人
の

他
、

孤
独

に
暮

ら
し

て
い

る
。 

  こ
の

辺
鄙

な
館

に
来

訪
者

と
は

珍
し

い
。

困
っ

た
と

き
は

お
互

い
さ

ま
か

。

静
か

に
暮

ら
す

。

来
訪

者
た

ち
を

も
て

な
す

。

  あ
な

た
は

自
分

が
精

神
錯

乱
状

態
に

あ
る

と
自

覚
し

て
い

る
。

あ
な

た
は

完
全

な
記

憶
喪

失
だ

。
い

つ
か

ら
な

の
か

は
、

あ
な

た
自

身
に

も
定

か
で

は
な

い
。

違
和

感
と

恐
怖

に
苛

ま
れ

る
日

が々
続

い
て

い
る

。

  あ
な

た
は

突
然

の
来

訪
者

２
名

に
怯

え
て

い
る

。
誰

か
に

知
ら

れ
て

は
な

ら
な

い
「

何
か

」
を

、
彼

ら
に

探
ら

れ
て

し
ま

う
の

で
は

な
い

か
。

  あ
な

た
の

【
本

当
の

使
命

】
は

【
こ

の
館

の
秘

密
を

探
る

者
を

殺
す

】
こ

と
だ

。
そ

し
て

あ
な

た
は

秘
密

を
嗅

ぎ
ま

わ
る

「
森

田
」

を
殺

害
し

た
。

  あ
な

た
は

故
人

・
菊

池
豊

三
郎

の
子

供
（

or
孫

）
で

あ
り

、
今

こ
の

「
根

堅
館

」
に

滞
在

中
だ

。
い

さ
さ

か
退

屈
し

て
い

た
折

、
偶

然
に

も
来

訪
者

た
ち

が
現

れ
た

。
あ

な
た

に
と

っ
て

、
彼

ら
は

良
い

退
屈

し
の

ぎ
に

な
る

だ
ろ

う
か

？

  あ
な

た
は

完
全

な
記

憶
喪

失
で

、
気

づ
い

た
ら

館
に

い
た

。
あ

な
た

は
不

安
で

な
ら

な
い

。
一

体
、

自
分

は
何

者
な

の
か

？

  あ
な

た
の

【
本

当
の

使
命

】
は

【
誰

か
に

あ
な

た
へ

の
『

プ
ラ

ス
の

感
情

』
を

取
得

さ
せ

、
そ

の
人

物
と

共
に

生
き

残
る

】
こ

と
だ

。
そ

う
す

れ
ば

、
恐

怖
に

苛
ま

れ
る

日
々

か
ら

解
放

さ
れ

る
だ

ろ
う

。

  「
P

C
4

と
い

う
人

物
は

、
そ

も
そ

も
実

在
し

な
い

」。
P

C
4

の
行

動
・

発
言

は
、

す
べ

て
P

C
2

が
行

っ
た

も
の

と
解

釈
す

る
こ

と
。

P
C

2
は

明
ら

か
に

錯
乱

し
て

い
る

。

  あ
な

た
は

代
々

菊
池

家
に

仕
え

、
今

で
は

こ
の

館
に

勤
め

る
忠

実
な

る
使

用
人

だ
。

来
訪

者
の

存
在

は
仕

事
を

増
や

す
だ

け
で

は
あ

る
が

、
奥

さ
ま

の
命

令
な

ら
ば

や
む

を
得

な
い

。

　《
拡

散
情

報
》

  あ
な

た
と

い
う

人
物

は
存

在
し

な
い

。
P

C
2

の
妄

想
が

作
り

上
げ

た
別

人
格

の
よ

う
な

も
の

だ
。

プ
レ

イ
ヤ

ー
は

P
C

4
な

る
人

間
が

実
在

す
る

よ
う

に
振

る
舞

う
こ

と
。

あ
な

た
の

言
動

は
、

実
際

に
は

P
C

2
が

行
っ

て
い

る
。

ゲ
ー

ム
的

に
は

、
脱

落
と

死
亡

以
外

は
別

に々
管

理
す

る
。

  P
C

2
と

あ
な

た
は

、
な

ぜ
今

の
よ

う
に

錯
乱

し
て

い
る

の
だ

ろ
う

か
。

あ
な

た
に

は
、

こ
の

館
で

何
か

恐
ろ

し
い

事
件

が
起

き
た

と
い

う
確

信
が

あ
る

。
　

あ
な

た
の【

本
当

の
使

命
】は

　【
真

実
を

突
き

止
め

る
】、

あ
る

い
は

思
い

出
す

こ
と

だ
。

こ
の

秘
密

が
開

か
れ

た
と

き
、

P
C

2
の【

本
当

の
使

命
】を

あ
な

た
の

そ
れ

で
上

書
き

す
る

。

P
C

4
 （

職
業

：
使

用
人

）
P

C
3

 （
推

奨
：

な
し

）

全
員

／
恐

怖
判

定《
驚

き
》

ハンドアウトのサイズ：59mm×89mm

62mm×89mm 等のカードスリーブ対応
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森
田

一
朗（

N
P

C
）

菊
池

豊
三

郎（
故

人
）

無
事

に
館

を
出

る
。

《
拡

散
情

報
》

　
森

田
の

死
因

は
よ

く
わ

か
ら

な
い

。
実

は
彼

は
公

安
の

刑
事

だ
。

菊
池

豊
三

郎
の

死
に

不
審

を
覚

え
、

正
体

を
隠

し
調

査
し

て
い

た
の

だ
。

そ
の

詳
細

は
別

項
「

森
田

の
警

察
手

帳
」

を
参

照
す

る
こ

と
。

　
こ

の
【

秘
密

】
を

調
べ

た
P

C
は

、
【

武
器

】
を

１
つ

取
得

す
る

。

　
ズ

ボ
ン

と
手

に
、

灰
と

燃
殻

が
付

着
し

て
い

る
。「

調
査

項
目

：
暖

炉
」

を
追

加
す

る
。

　
行

年
7

8
歳

に
て

先
月

亡
く

な
っ

た
老

人
。

P
C

2
の

夫
、

P
C

3
の

父
も

し
く

は
祖

父
。

明
治

三
十

七
年

三
月

四
日

、
旧

Ｆ
財

閥
傍

系
・

菊
池

家
に

生
ま

れ
、

戦
時

中
は

満
州

に
赴

き
尽

力
し

、
戦

後
に

あ
っ

て
Ｋ

製
薬

を
経

営
、

戦
後

復
興

に
尽

力
し

た
こ

と
で

知
ら

れ
て

い
る

。
生

前
は

製
薬

会
社

の
名

誉
会

長
を

勤
め

て
い

た
。

こ
の

ハ
ン

ド
ア

ウ
ト

に
【

秘
密

】
は

な
い

。

プ
ラ

イ
ズ

「
燃

え
残

っ
た

原
稿

用
紙

束
」

  論
文

形
式

と
思

し
き

原
稿

用
紙

。
だ

が
、

燃
え

て

と
こ

ろ
ど

こ
ろ

欠
損

し
て

い
る

上
、

無
事

な
文

章
の

上
か

ら
も

万
年

筆
で

ぐ
し

ゃ
ぐ

し
ゃ

と
線

で
塗

り
つ

ぶ

さ
れ

て
い

る
。

意
味

の
通

っ
た

記
述

を
読

み
取

る
に

は
時

間
が

か
か

り
そ

う
だ

。

  こ
の

プ
ラ

イ
ズ

を
調

査
す

る
に

は
「

知
識

分
野

の

特
技

（
任

意
）」

で
判

定
が

必
要

だ
。

恐
怖

判
定

 《
生

物
学

》

こ
の

秘
密

は
長

い
。

Ｇ
Ｍ

は
外

部
テ

キ
ス

ト
を

渡
す

こ
と

。

　
あ

な
た

は
旅

行
客

だ
。

友
人

で
あ

る
P

C
1

と
車

で
移

動
中

の
夕

方
、

人
里

離
れ

た
山

間
で

車
が

故
障

し
て

し
ま

う
。

野
宿

を
覚

悟
し

た
そ

の
と

き
、

近
く

に
人

家
の

光
が

見
え

た
。

ど
う

か
一

晩
、

こ
の

「
根

堅
館

」
に

泊
ま

れ
な

い
も

の
か

。

  一
見

し
て

何
の

変
哲

も
な

い
石

造
り

の
暖

炉
。

夏
に

あ
っ

て
そ

の
機

能
を

果
た

す
こ

と
な

く
、

白
い

灰
と

黒
焦

げ
た

燃
え

跡
だ

け
が

見
て

取
れ

る
。

調
査

項
目

 「
暖

炉
」

《
拡

散
情

報
》

  燃
え

滓
と

灰
に

覆
い

隠
さ

れ
た

プ
ラ

イ
ズ

「
燃

え
残

っ
た

原
稿

用
紙

束
」「

月
形

の
鍵

」
を

発
見

す
る

。
原

稿
用

紙
は

燃
え

て
し

ま
っ

て
い

る
が

、
部

分
的

に
文

章
を

拾
い

読
め

そ
う

だ
。

ハンドアウトのサイズ：59mm×89mm
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プ
ラ

イ
ズ「

月
形

の
鍵

」

  月
の

意
匠

が
彫

ら
れ

た
大

き
な

鍵
。

部
屋

の
鍵

で
は

な
さ

そ
う

だ
。

ど
こ

で
使

う
も

の
だ

ろ
う

か
？

  こ
の

プ
ラ

イ
ズ

に
【

秘
密

】
は

な
い

。 

調
査

項
目

 「
書

斎
」

  豊
三

郎
の

執
務

室
を

兼
ね

て
い

た
で

あ
ろ

う
大

き
め

の
書

斎
だ

。
い

く
つ

か

の
書

籍
が

乱
雑

に
散

ら
ば

っ
て

い
る

。

《
拡

散
情

報
》  

・
古

い
ア

ル
バ

ム
を

発
見

し
た

。「
菊

池
豊

三
郎

」と「
老

医
師

・
佐

伯
」

は
、戦

時
中

、
関

東
軍

防
疫

給
水

部
本

部
、

通
称

「
満

州
第

七
三

一
部

隊
」

所
属

の
戦

友
同

士
だ

っ
た

。

・
書

架
に

隠
さ

れ
た

鍵
穴

を
発

見
す

る
。「

ハ
ン

ド
ア

ウ
ト

：
隠

し
扉

」
を

追
加

す
る

。

「
 隠

し
扉

 」

  も
し

「
鍵

」
が

あ
れ

ば
、

書
斎

に
隠

さ
れ

た
通

路
か

ら
、

新
た

な
地

点
の

探
索

に
赴

け
る

だ
ろ

う
。「

鍵
の

入
手

」「
隠

し
扉

の
発

見
」

を
両

方
満

た
し

、か
つ

プ
レ

イ
ヤ

ー
全

員
が

望
め

ば
、

サ
イ

ク
ル

の
終

了
時

、
ク

ラ
イ

マ
ッ

ク
ス

・
フ

ェ
イ

ズ
「

地
下

」
に

突
入

で
き

る
。

  こ
の

ハ
ン

ド
ア

ウ
ト

に
【

秘
密

】
は

な
い

。

「
 ド

ジ
ア

ン
の

書
 」

  正
体

不
明

の
言

語
で

書
か

れ
、

ラ
テ

ン
語

と
古

ギ
リ

シ
ャ

語
に

よ
る

注
釈

の
つ

い
た

分
厚

い
書

。

  任
意

の
知

識
分

野
、

も
し

く
は

怪
異

分
野

の
特

技
で

判
定

し
成

功
す

れ
ば

、
こ

の
書

の
主

旨
を

読
み

取
る

こ
と

が
で

き
る

。

  こ
の

と
き

判
定

に
成

功
・

不
成

功
に

関
わ

ら
ず

、
読

解
者

は
１

点
の

【
シ

ョ
ッ

ク
】

を
受

け
、

か
つ

《
霊

魂
》

で
恐

怖
判

定
す

る
。

  人
間

の
魂

を
謳

っ
た

四
行

詩
が

連
ね

て
い

る
。

こ
の

詩
は

、人
間

の
意

識（
精

神
活

動
）

を
織

り
成

す
「

真
な

る
言

語
」

に
つ

い
て

の
記

述
の

よ
う

だ
。

  こ
の

書
を

深
く

読
み

解
け

ば
、

人
間

の
意

識
・

記
憶

・
人

格
そ

の
も

の
を

記
述

し
、

操
作

・
改

竄
・

上
書

き
、

そ
し

て
再

生
が

叶
う

に
違

い
な

い
。

ハンドアウトのサイズ：59mm×89mm

62mm×89mm 等のカードスリーブ対応



キリトリ

読
み
取
れ
た
記
述
は
以
下
の
通
り
だ
。

S
u
m
m
e
r
y
（
要
約
）

　
―
―
死
体
に
与
え
る
電
気
刺
激
パ
タ
ー
ン
変
化
に
よ
る
屍
者
の
行
動
様
式
の
変
化

と
そ
の
解
析

　
特
殊
な
菌
株
を
ヒ
ト
死
体
内
部
に
繁
殖
、
一
定
パ
タ
ー
ン
に
よ
る
電
気
刺
激
を
与

え
る
こ
と
で
、
死
体
が
生
き
て
い
る
か
の
よ
う
活
動
を
開
始
す
る

　
―
―
菌
類
に
よ
る
運
動
神
経
の
乗
っ
取
り
は
生
物
界
に
お
い
て
普
遍
的
で
あ
り
、

と
り
わ
け
昆
虫
類
に
多
く
見
ら
れ
る
。
本
論
文
は
、
菌
類
に
よ
る
死
体
の
運
動
神
経

掌
握
…
…

　
―
―
活
動
開
始
し
た
屍
者
の
行
動
様
式
に
つ
い
て

　
菌
に
与
え
る
電
気
刺
激
パ
タ
ー
ン
を
変
え
る
こ
と
で
行
動
・
姿
勢
制
御
に
変
化
が

あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
法
則
解
明
に
つ
い
て
は
更
な
る
検
証
が
必

要
で
あ
り
、
一
度
は
研
究
が
頓
挫

　
自
然
言
語
を
電
気
刺
激
パ
タ
ー
ン
へ
と
翻
訳
す
る
手
が
か
り
と
し
て
、
こ
の
「
ド

＊
ン
＊
書
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 マ

ル
タ
が
足
りな

い
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
の
【
秘
密
】
を
知
っ
た
者
は
《
生
物
学
》
で
恐
怖
判
定
を
行
う
。

　
や
や
荒
い
筆
跡
で
、
捜
査
メ
モ
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
関
係
あ
り
そ
う

な
記
述
は
以
下
の
通
り
だ
。
こ
の
プ
ラ
イ
ズ
に
【
秘
密
】
は
な
い
。

「・
豊

三
郎

は
昭

和
５

５
年

（
没
す
る
２
年
ほ
ど
前
）

か
ら

、
僻

地
の

別
荘

で
あ

る
こ

の
「根

堅
館

」
に

篭
り

始
め

る

・
表

向
き

の
理

由
は

「若
い

後
妻

を
迎

え
た

こ
と

で
、

マ
ス

コ
ミ

が
騒

ぐ
」

た
め

・
早

く
に

妻
を

亡
く

し
た

豊
三

郎
は

愛
妻

家
で

知
ら

れ
て

い
た

。 な
ぜ

老
年

の
今

に
な

っ

て
？

・
PC2

に
つ

い
て

の
簡

易
身

辺
調

査
： （

こ
の
記
述
は
P
C
2
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
委
ね
ら
れ
る
）

・
後

妻
で

あ
る

PC2
を

迎
え

る
前

、菊
池

は
二

度
ほ

ど
「根

堅
館

」
に

訪
れ

、息
の

か
か

っ

た
建

築
業

者
の

手
を

入
れ

て
い

る
。

下
見

？

・
前

後
し

て
、

こ
の

「根
堅

館
」

で
の

消
費

電
力

が
一

家
庭

を
は

る
か

に
超

え
て

い
る

、

○
○

電
力

の
協

力

・
菊

池
の

葬
儀

の
際

、
棺

が
空

だ
っ

た
 ど

こ
に

？

・
こ

の
２

年
間

、
菊

池
の

満
州

時
代

の
戦

友
で

あ
る

老
医

師
「佐

伯
」

が
、

老
齢

を
押

し
て

こ
の

「根
堅

館
」

に
幾

度
と

な
く

訪
れ

て
い

た

・
医

師
・

佐
伯

に
は

、
約

１
ヶ

月
前

か
ら

捜
索

願
い

が
出

て
い

る

・
現

段
階

で
は

令
状

の
発

行
は

不
可

 根
堅

館
の

ど
こ

か
に

い
る

？

（
以
下
、
も
っ
と
も
新
し
い
書
き
込
み
）

・
「PC3」 な

ぜ
？

（
力

強
い

二
重

線
、

文
字

は
や

や
震

え
て

い
る

）

・
書

斎
を

調
べ

ら
れ

れ
ば

…
…

  」

　「
調
査
項
目
：
書
斎
」
を
追
加
す
る
。                    

森
田
の
警
察
手
帳

プ
ラ
イ
ズ

燃
え
残
っ
た
原
稿
用
紙
束
の【

秘
密
】

ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
別
紙



　
以
下
は
手
記
版
だ
。
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
直
裁
な
真
実
を
望
む
場
合
、
箇
条
書
き
版
を
渡
す
こ
と
。

　
豊
三
郎
は
狂
っ
て
し
ま
っ
た
。
い
や
さ
、
は
じ
め
か
ら
狂
っ
て
い
た
の
や
も
し
れ
ぬ
。

あ
の
書
を
手
に
私
の
下
を
訪
れ
た
そ
の
と
き
か
ら
。
そ
も
そ
も
か
ら
し
て
も
っ
と
疑
っ

て
か
か
る
べ
き
だ
っ
た
の
だ
。

　
死
者
は
蘇
ら
な
い
。
如
何
に
言
葉
を
尽
く
し
た
と
こ
ろ
で
、
豊
三
郎
は
耳
を
貸
さ
ぬ
。

そ
も

そ
も

本
研

究
は

菌
株

を
脳

お
よ

び
神

経
の

代
替

と
し

て
死

体
を

動
か

す
も

の
で

あ
っ

て
、
ひ

と
た

び
酸

素
を

失
い

破
壊

さ
れ

た
大

脳
辺

縁
系
、
記

憶
が

以
前

の
如

く

元
通
り
に
な
る
も
の
で
は
な
い
の
だ
。

　
た

と
え

あ
の
「
書
」
が

あ
ろ

う
と

も
、
そ

れ
と

て
生

き
た

電
気

信
号

を
読

み
取

り

翻
訳

す
る

に
す

ぎ
な

い
。
豊

三
郎

の
中

に
あ

る
思

い
出

や
一

般
的

な
知

識
を

再
現

し

え
た
と
し
て
も
、
既
に
死
ん
だ
記
憶
は
戻
ら
な
い
。
在
り
し
日
の
「
Ｐ
Ｃ
３
（
く
ん
・

さ
ん
）
」
は
決
し
て
戻
っ
て
こ
な
い
の
だ
。
一
体
豊
三
郎
は
何
が
し
た
い
の
か
…
…
。

　
戦

時
に

は
な

か
っ

た
罪

悪
感

が
あ

る
。
私

も
老

い
た
。
若

い
者

た
ち

を
こ

れ
以

上

巻
き

込
み

た
く

は
な

い
が
、
逆

ら
う

こ
と

も
で

き
な

い
。
私

た
ち

は
罪

を
重

ね
す

ぎ

て
い
る
。

　
次

は
「
Ｐ
Ｃ
４
」
か

ら
抽

出
し

た
記

憶
を

上
書

き
す

る
実

験
だ
。
そ

ろ
そ

ろ
豊

三

郎
が
戻
っ
て
く
る
。
マ
ル
タ
の
調
達
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。
ま
さ
か
Ｐ
Ｃ
２

（
文
章
は
こ
こ
で
途
切
れ
て
い
る
）

（
最
終
更
新
は
約
２
ヶ
月
前
、
豊
三
郎
の
葬
儀
よ
り
幾
分
前
の
日
付
だ
）

・「
菌
株
X
」
は
死
体
を
苗
床
と
し
、
死
体
の
脳
・
神
経
機
能
を
代
替
、
動
か
す

こ
と
が
で
き
る
。
い
わ
ゆ
る
「
ゾ
ン
ビ
菌
」
で
あ
る

・「
菌
株
X
」
は
そ
の
ま
ま
で
は
複
雑
性
を
持
ち
得
ず
生
存
本
能
に
従
う
だ
け
だ

が
、「

ド
ジ
ア
ン
の
書
」
翻
訳
を
介
し
人
語
を
理
解
さ
せ
、
知
識
・
情
報
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
る

・
Ｐ
Ｃ
３
は
故
人
で
あ
る
。
約
２
年
前
、
何
ら
か
の
事
情
（
P
L
任
意
）
で
事
故

に
遭
っ
た
の
だ
。
豊
三
郎
が
実
験
を
開
始
し
た
理
由
は
不
明
だ
が
、う

ま
く
い
っ

て
も
Ｐ
Ｃ
３
が
生
前
の
ま
ま
復
活
す
る
こ
と
は
な
く
「
Ｐ
Ｃ
３
の
死
体
を
菌
株

が
乗
っ
取
り
動
か
し
て
い
る
状
態
」
に
過
ぎ
な
い
と
佐
伯
は
言
う
。「

生
前
の

Ｐ
Ｃ
３
」
の
記
憶
や
人
格
は
死
と
共
に
失
わ
れ
た
。「

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
演
じ
る

Ｐ
Ｃ
３
」
は
菌
株
X
が
脳
と
運
動
神
経
を
掌
握
し
動
か
す
完
全
な
別
人
で
あ
る

・
最
後
に
試
み
ら
れ
た
実
験
は
「
Ｐ
Ｃ
２
の
身
体
」
を
被
験
体
（
マ
ル
タ
）
と
し
、

パ
ン
チ
カ
ー
ド
に
抽
出
し
た
「
Ｐ
Ｃ
４
の
記
憶
」
を
「
Ｐ
Ｃ
２
の
身
体
を
乗
っ

取
る
菌
株
」
へ
と
上
書
き
す
る
も
の
だ

・
老
医
師
・
佐
伯
は
豊
三
郎
に
付
き
従
っ
た
こ
と
を
悔
い
て
い
た
が
、
逆
ら
う

こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
っ
た
。
最
後
の
破
局
は
「
Ｐ
Ｃ
４
・
Ｐ
Ｃ
２
実
験
」

を
契
機
に
佐
伯
が
起
こ
し
た
決
死
の
反
逆
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
…
…

・「
菌
株
X
」
は
地
下
施
設
全
体
に
拡
散
・
繁
殖
・
充
満
し
て
い
る
。
死
体
た
ち

が
突
如
起
き
上
が
っ
た
の
は
、
こ
の
１
－
２
ヶ
月
で
菌
株
が
死
体
た
ち
を
乗
っ

取
っ
た
た
め
だ
と
思
わ
れ
る

（
最
終
更
新
は
約
２
ヶ
月
前
、
豊
三
郎
の
葬
儀
よ
り
幾
分
前
の
日
付
だ
）

5
. 2
5
in
ch
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク

　
以
下
は
箇
条
書
き
版
だ
。
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
直
裁
な
真
実
を
望
む
場
合
、
手
記
版
を
渡
す
こ
と
。

5
. 2
5
in
ch
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク

プ
ラ
イ
ズ

プ
ラ
イ
ズ



子午線の羊

11

「
わ

れ
わ

れ
は

ど
こ

か
ら

来
た

の
か

 わ
れ

わ
れ

は
何

者
か

 わ
れ

わ
れ

は
ど

こ
へ

行
く

の
か

」
（

仏
: D

'ou
 ven

on
s-n

ou
s ? Q

u
e som

m
es-n

ou
s ? O

u
 allon

s-n
ou

s ?, 英
: W

h
ere D

o W
e C

om
e F

rom
? W

h
at A

re W
e? W

h
ere A

re W
e G

oin
g?）

作
者

 
ポ

ー
ル

・
ゴ

ー
ギ

ャ
ン

制
作

年
 

1
8

9
7

年
 - 1

8
9

8
年

素
材

 
油

彩
、カ

ン
ヴ

ァ
ス

寸
法

 
1

3
9

.1
 cm

 ×
 3

7
4

.6
 cm

 (5
4

.8
 in

 ×
 1

4
7

.5
 in

)
所

蔵
 

ボ
ス

ト
ン

美
術

館（
ボ

ス
ト

ン
）

当
画

像
は

パ
ブ

リ
ッ

ク
ド

メ
イ

ン（
ウ

ィ
キ

メ
デ

ィ
ア

・
コ

モ
ン

ズ
よ

り
引

用
）
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